
 
 

重症熱性血小板減少症候群（ＳＦＴＳ）の患者発生に伴う 
注意喚起について 

 
相模原市在住の８０歳代の女性が、令和８年５月９日にダニ媒介感染症であ

る重症熱性血小板減少症候群（Severe Fever with Thrombocytopenia Syndrome
（以下、「ＳＦＴＳ」といいます。））と診断されました。当該患者の疫学調査を

行った結果、推定感染地域が市内であることが判明しましたので、お知らせしま

す。なお、ＳＦＴＳ患者の推定感染地域が市内であるのは初事例となります。 
ＳＦＴＳは、主にＳＦＴＳウイルスを保有するマダニに刺されることで感染

します。春から秋にかけては、マダニの活動が盛んになるため、特に注意が必要

です。草むらや藪などに入る場合は、肌の露出を少なくし、虫よけ剤を使用する

などして、マダニに刺されないようにしましょう。 

 
１ 患者の概要 

（１）年 代・性 別：８０歳代・女性 

（２）居 住 地：相模原市緑区在住 

（３）主 な 症 状：発熱、下痢、腹痛、肝障害、全身倦怠感など 

（４）現 在の状 況：医療機関に入院中（軽快傾向） 

（５）推定感染地域：患者の行動歴を調査したところ、自宅周辺で畑仕事等を 

行った際にマダニに刺され、感染したことが疑われる。 

 

２ 経過 

令和８年４月２９日（水）発症（発熱、関節痛など） 

４月３０日（木）医療機関を受診 

５月 ８日 （金） 医療機関から市保健所へＳＦＴＳ疑いとして検体提出      

５月 ９日（土）検査にて診断確定、発生届出受理 

 

３ 発生状況 

 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年 令和８年 

相模原市 ０ １※１ ０ ０ １ 

全国 １１８ １３４ １２０ １９１※２ １８※２ 

※１ 令和５年の事例については、推定感染地域が九州地方 

  ※２ 令和８年４月２６日時点の暫定値（国立健康危機管理研究機構） 

【市民の皆様へ（注意喚起）】 

・別紙「重症熱性血小板減少症候群（ＳＦＴＳ）について」をご確認ください。 

・ご心配なこと等がありましたら、疾病対策課へご連絡ください。 
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【医療機関の皆様へ】 

・臨床症状や患者の行動歴等からＳＦＴＳを疑った場合は、速やかに疾病対策課

へご相談ください。 

・ＳＦＴＳを疑う患者を診察する際は、適切な感染対策を実施いただくようお願

いします。 

 

※報道機関各位におかれましては、プライバシー保護等の観点から、患者及び患

者家族等が特定されることがないよう、格段のご配慮をお願いいたします。 

 

 
問い合わせ先 

健康福祉局保健衛生部疾病対策課 

電話 042-769-7201 



 

 

別紙 


